
平
成
２
８
年
３
月
１

２
日
、
当
院
研
修
室
に

て
、
第
１
回

多
摩
丘

陵
地
域
医
療
を
考
え
る

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
課
題
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

島
津
院
長
の
挨
拶
と
、

多
摩
丘
陵
病
院
の
活
動

に
つ
い
て
紹
介
の
後
、

当
院
内
科
部
長
の
町
田

陽
二
医
師
が
「
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
の
役
割
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
、

地
域
の
皆
様
の
た
め
に
、

病
気
の
一
局
面
の
み
を

診
る
の
で
は
な
く
全
体

的
・
全
人
的
な
医
療
を

ご
提
供
す
る
と
い
う

島
津
院
長
の
理
念
の

も
と
急
性
期
治
療
を
終

え
、
在
宅
復
帰
を
め
ざ

す
患
者
様
に
診
療
や
看

護
、
リ
ハ
ビ
リ
を
ご
提

供
す
る
病
棟
で
す
。
ま

た
在
宅
復
帰
を
前
提
に

急
性
期
で
は
な
い
が
入

院
が
必
要
な
患
者
様
の

受
け
入
れ
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。

今
回
の
講
演
は
、
多
施

設
間
や
多
職
種
間
の
情

報
共
有
を
基
盤
に
、
地

域
の
皆
様
の
在
宅
復
帰

を
目
指
し
て
、
院
内
外

の
医
療
・
介
護
従
事
者

が
連
携
し
地
域
医
療
に

発

行

多
摩
丘
陵
病
院

広
報
委
員
会

町
田
市
下
小
山
田
町

１
４
９
１

貢
献
出
来
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
に

は
近
隣
地
域
の
診
療
所

の
先
生
や
介
護
・
福
祉

施
設
の
担
当
者
が
多
数

出
席
さ
れ
地
域
医
療
連

携
に
貢
献
出
来
た
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

たまきゅう便り 第2号 平成28年4月発行

多摩丘陵地域医療を
考える会開催

島津院長より病院紹介

講演中の内科部長町田陽二医師 地域連携室の職員

地 域 連 携 室 の ご 紹 介

当院の地域連携室は、室長（医師１名）・看護師１名・医療ソーシャルワーワーカー６名・事務２名の１０名で構成されています。前方連

携・院内連携・後方連携を担う役割を主として活動しています。地域の医療機関・介護サービス事業所者等と当院医師をはじめと

する職員とのパイプ役となり、連携がスムーズになるよう努力して参りますのでよろしくお願いいたします。

地域連携室 直通番号（ＦＡＸ兼用） ０４２-７９７-１５１６



テ
レ
ビ
等
で
よ
く
聞
く

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

２
０
１
６
年
４
月
よ
り
、

当
病
院
で
も
一
部
の
医

薬
品
に
つ
い
て
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り

替
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

皆
様
に
安
心
し
て
ご

利
用
頂
く
た
め
に
今
回

は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
し
ま
す
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
と
は
？

・
医
薬
品
の
特
許
に
つ

い
て

・
安
全
性
、
効
果
に
つ

い
て

こ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
と
は
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
、
厚
生
労
働
省
が

先
発
医
薬
品
と
同
等
と

認
め
た
医
薬
品
で
す
。

先
発
医
薬
品
の
特
許
満

了
後
に
、
有
効
成
分
、

分
量
、
用
法
、
用
量
、

効
能
・
効
果
が
同
じ
医

薬
品
と
し
て
新
た
に
申

請
さ
れ
、
製
造
・
販
売

さ
れ
る
安
価
な
医
薬
品

で
す
。
ま
た
、
製
品
に

よ
っ
て
は
大
き
さ
、
味
、

に
お
い
の
改
善
、
保
存

性
の
向
上
等
、
先
発
医

薬
品
よ
り
も
工
夫
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
医
薬
品
の
特
許

に
つ
い
て

医
薬
品
の
特
許
は
複

数
存
在
し
ま
す
が
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
発

売
さ
れ
る
た
め
に
は
新

し
い
物
質
に
与
え
ら
れ

る
「
物
質
特
許
」
、
特

定
の
物
質
に
対
す
る
新

し
い
効
能
・
効
果
に
与

え
ら
れ
る
「
用
途
特
許
」
、

の
２
つ
の
期
間
が
満
了

し
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
２
つ
の

特
許
が
切
れ
る
こ
と
に

よ
り
先
発
医
薬
品
と
主

成
分
が
同
じ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
製
造
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
薬
の
特
許

に
は
そ
れ
以
外
に
も
、

物
質
の
新
し
い
製
造
方

法
に
与
え
ら
れ
る
「
製

法
特
許
」
、
薬
を
製
剤

す
る
上
で
の
新
し
い
工

夫
に
与
え
ら
れ
る
「
製

剤
特
許
」
な
ど
が
あ
り
、

前
述
し
た
２
つ
の
特
許

が
切
れ
た
あ
と
も
、
こ

れ
ら
の
特
許
に
は
有
効

期
間
が
残
っ
て
い
る
場

合
が
多
々
あ
り
ま
す
。

全
て
の
特
許
が
切
れ

て
な
け
れ
ば
全
く
同
じ

添
加
剤
等
で
の
製
剤
が

難
し
い
た
め
、
多
く
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

が
添
加
物
や
製
法
の
違

う
製
剤
と
な
っ
て
い
ま

す
。ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
中
に
は
、
先
発
品

の
製
薬
会
社
が
特
許
権

を
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
（
公

認
）
し
別
の
会
社
が
販

売
す
る
も
の
を
特
に
オ
ー

ソ
ラ
イ
ズ
ド
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
（
英:

Authorized
g

enerics,

以
下
Ａ
Ｇ
）

と
い
い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
は
先
発

品
と
有
効
成
分
が
同
一

の
医
薬
品
で
す
が
、
Ａ

Ｇ
は
先
発
品
と
原
薬
、

添
加
剤
、
製
法
等
が
同

一
の
医
薬
品
と
な
り
ま

す
。
Ａ
Ｇ
は
生
物
学
的

同
等
性
な
ど
の
試
験
を

省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
先
発
品
の
特
許
が

切
れ
る
前
に
発
売
す
る

こ
と
が
で
き
る
利
点
も

あ
り
ま
す
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
安
全
性

と
効
果
に
つ
い
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
先
発
品
と
同
じ
有

効
成
分
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
先
発
品
の
長
年

に
わ
た
る
使
用
実
績
を

ふ
ま
え
て
発
売
さ
れ
る

た
め
、
そ
の
効
き
目
や

安
全
性
が
十
分
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
は
承
認
時
に
、

同
じ
速
さ
で
同
じ
量
の

有
効
成
分
が
体
内
に
吸

収
さ
れ
る
か
を
確
認
す

る
試
験
（
生
物
学
的
同

等
性
試
験
）
、
長
期
に

保
存
し
て
も
品
質
に
変

化
が
な
い
か
を
確
認
す

る
試
験
（
安
定
性
試
験
）

を
し
て
有
効
性
・
安
全

性
・
品
質
を
保
証
し
て

い
ま
す
。

副
作
用
は
同
じ
有
効

成
分
で
あ
れ
ば
、
先
発

品
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
関
係
な
く
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
中
に
は
、
先
発
品
と

色
や
形
が
違
う
も
の
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
先

発
品
が
発
売
さ
れ
て
か

ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
発
売
さ
れ
る
間
の

製
造
技
術
の
進
歩
や
、

製
薬
企
業
の
製
剤
開
発

の
工
夫
に
よ
っ
て
、
よ

り
飲
み
や
す
く
改
良
す

る
こ
と
が
。
色
や
形
、

甘
み
や
香
り
な
ど
の
異

な
る
添
加
剤
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
薬
の
効
果
に
差
が
出

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
使
用
す
る
添
加

剤
※
は
、
そ
れ
自
体
で
は

人
に
対
し
て
薬
理
作
用

が
無
く
、
安
全
性
も
確

認
さ
れ
た
も
の
だ
け
を

使
用
し
て
お
り
、
先
発

品
を
含
め
、
広
く
医
薬

品
に
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
の
で
ご
安
心

下
さ
い
。

た
だ
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー

を
お
持
ち
の
方
は
、
先

発
品
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
問
わ
ず
、
添

加
剤
の
中
で
ア
レ
ル
ギ
ー

を
起
こ
す
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
医
師
や
薬

剤
師
に
ご
相
談
下
さ
い
。

※

添
加
剤
に
つ
い
て

医
薬
品
に
使
用
す
る
添

加
剤
に
つ
い
て
は
、
先

発
品
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
問
わ
ず
、
日
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ジェネリック医薬品について



本
薬
局
方
の
製
剤
総
則

の
規
定
に
よ
り
、
薬
理

作
用
を
発
揮
し
た
り
、

有
効
成
分
の
治
療
効
果

を
妨
げ
る
物
質
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
使
用
前

例
の
あ
る
、
安
全
性
の

確
立
さ
れ
た
添
加
剤
の

み
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
が
あ
る
の
で
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

・
厚
生
労
働
省

h
t
t
p
:

/
/
w
w
w
.
m
h
l
w
.
g
o
.
j
p
/
s
e

i
s
a
k
u
/
2
0
1
2
/
0
3
/
0
1
.
h
t

ml・
日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

製
薬
協
会

h
t
t
p
:
/
/
w
w

w.jga.gr.jp/

ご
不
明
な
点
、
ご
心
配

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

主
治
医
、
ま
た
は
薬
剤

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

薬
剤
科

石
井

紀
彦

当
院
で
は
職
員
の
技

術
向
上
と
意
識
の
向
上

を
目
的
に
平
成
２
４
年

よ
り
定
期
的
に

国
士
舘
大
学
の
田
中
秀

治
教
授
に
よ
る
Ｂ
Ｌ
Ｓ

（Basic
Life

Support

）

（
一
次
救
命
処
置
）
講

習
会
を
田
中
先
生
と
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先

生
（
救
急
救
命
士
）
に

お
願
い
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

講
習
の
時
間
は
勤
務

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
約

２
時
間
、
看
護
師
・
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
・
事
務
と

職
種
に
関
わ
ら
ず
多
く

の
職
員
を
対
象
に
、
田

中
先
生
の
講
義
か
ら
始

ま
り
、
人
形
を
使
っ
て

の
胸
骨
圧
迫
の
訓
練
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

最

後
に
確
認
小
テ
ス
ト
を

行
い
講
習
終
了
し
ま
す
。

Ｂ
Ｌ
Ｓ
講
習
会
は

認
定
証
・
終
了
証
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
等

の
都
合
上

認
定
証
の

有
効
期
限
は
２
年
間
と

決
ま

っ
て

い

ま

す

が

「
繰
り
返
し
訓
練
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
、

わ
た
し
た
ち
は
１
人
で

も
多
く
の
職
員
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
正
し
く
使
え
る
よ

う
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
田
中
先
生
。

認
定
証
を
手
に
し
て
改

め
て
喜
び
を
実
感
す
る

ス
タ
ッ
フ
を
見
て
い
る

と
、
よ
り
多
く
の
方
へ

の
参
加
し
て
頂
き
も
っ

と
も
っ
と
Ｂ
Ｌ
Ｓ
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
も
思

い
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
よ
う
な
講

習
会
を
受
け
る
機
会
の

無
い

病
院
関
連
施
設

な
ど
に
も
受
講
し
て
頂

け
る
よ
う
に
呼
び
か
け

を
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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患
者
様
へ
の
安
心
を
！
！

各グループごとに胸骨圧迫の訓練中！

皆さん想像以上の体力の消耗にびっくり！お疲れ様です。

ＡＥＤの練習中！

ガイダンスをよく聞いて行うだけですが

注意点もあるので皆さん真剣に質疑応答をしてました。

国士舘大学 田中 秀治教授
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当院では、毎年１月、４月および５月を、人間ドック受診の皆さま

へのサービス月間といたしまして、腫瘍マーカーの【PSA・CA125】

検査を無料にて行っております。

お得なこの期間にぜひ人間ドックをご利用ください。

健康管理科よりお得なお知らせ


